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郎
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言
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。
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け
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を
幕
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刺、
に
」
清
粛
「
い
な
か
し
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り
か
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。
む
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が
胸
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司
総
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沖
り
と
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客

あ
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者
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原
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「
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沖
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組
選
新
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点
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り
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で
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徹
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得
を
力
権
の
て
し
と
閣
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、
い
思
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三
歳
方
土
て
し
対
に
れ
そ
。
う
願
と
い

者
力
権
ら
か
い
な
わ
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何
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何
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。
だ
家
心
野
の
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の
織
組
う
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と
組
選
新
は
田
沖

け
続
り
あ
で
狼
匹
一
、
ら
が
な
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に

咳
労
が
体
肉
の
身
自
、
が
る
す
と
う
よ

い
て
し
愛
敬
に
上
以
親
肉
、
れ
さ
冒
に

ら
ず
き
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に
望
野
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方
土
、
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藤
近
た

出
が
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命
う
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と
れ
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ら
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司
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宇野太郎　志村光男　水月りの

大勢の作家が題材にしてきた新選組スターを
独自の視点と美学で生き写す名作、いま再び
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原発事故から10年、教訓は生かされているのか
福島原発の問題と現状を描いた河北新報渾身の連載記事を１冊に

 ●原発漂流　　　　
　福島第１事故10年

笹沢左保
小学館P＋D BOOKS
660円（税込）

河北新報社編集局 編
河北新報出版センター
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故
事
発
原、
今
た
経
を
年

点
題
問
と
状
現
、
か
だ
ん
学
を
何
ら
か

ロ
コ
と
発
原
。
た
し
求
訴
に
的
角
多
を

通
共
で
点
る
あ
で
敵
い
な
え
見
は
禍
ナ

。
い
深
味
興
も
の

し
介
紹
を
長
特
と
点
論
の
か
つ
く
い

。
う
よ

し
定
想
を
波
津
大
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が
国
も
そ
も
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社
各
力
電
ず
ら
わ
か
か
も
に
た
い
て

、
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し
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先
優
営
経

た
い
て
れ
さ
わ
交
が
議
論
な
う
よ
の
ど

感
場
臨
の
言
発
と
況
状
の
社
各
。
か
の

。
る
あ
が
写
描
る
れ
ふ
あ

し
厳
て
し
出
突
べ
比
に
米
欧
、
た
ま

準
基
品
食
に
特
。
値
準
基
ム
ウ
シ
セ
い

る
あ
で
切
適
不
は
値
数
標
目
染
除
と
値

未
、
で
中
る
あ
が
見
意
の
家
門
専
の
と

。
か
ぜ
な
は
の
い
な
い
て
れ
さ
直
見
だ

か
生
が
識
知
的
門
専
に
治
政
は
に
こ
そ

。
る
あ
が
状
現
い
な
い
て
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。
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。
に
開
展
い
な
ら

を
芋
き
焼
た
え
冷
で
人
二
、
も
る
す
会

区
の
方
味
敵
に
姿
う
合
り
語
、
り
張
頬

う
戦
れ
ず
い
は
面
場
の
こ
。
い
な
は
別

こ
の
尚
、
に
け
だ
る
れ
さ
感
予
が
命
運

。
る
み
染
に
胸
と

の
人
二
で
中
の
書
本
が
田
沖
、
た
ま

も
と
人
二
、
が
つ
持
を
り
わ
関
と
性
女

げ
遂
を
期
最
な
遇
不
り
あ
が
縁
に
川
宮

層
一
り
よ
を
田
沖
が
死
の
達
女
彼
。
る

。
く
導
へ
独
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司
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熟
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と
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が
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潮
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句
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又
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る
ま
始
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、
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な
し
を
び
遊
り
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る
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で
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と

映
、
も
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よ
督
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や
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俳
は
で
書
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者
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に
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こ
と
る
い
て
け
が
心
う
よ
る
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と
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洋
。
る
れ
ば
偲
が
程
の
心
苦
の

。
い
い
も
の
る
い
て

な
味
意
）
い
怖
（
た
れ
隠
の
名
題
う
い

リ
ト
の
番
八
十
者
著
の
記
強
覧
博
…
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。
だ
載
満
も
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・
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日
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高
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」
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た
が
年

た
し
出
を
」
歌
名
・
句
名
の
本
日
「、
ち

が
な
い
惑
戸
、
時
た
れ
さ
望
要
ら
か
ん

る
あ
で
由
自
ら
か
社
結
や
系
師
、
も
ら

い
い
て
い
お
に
捨
取
の
品
作
、
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と
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も
度
何
、
と
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で
の
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す
用
作
に
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き
て
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さ
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に
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、
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句
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さ
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と
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や
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ば
え
と
た。
う
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、
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雪
る

と
つ
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に
句
一
は
字
れ
切
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則
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」
り
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」
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と
る
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れ
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司
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あ
が
作
盗
、
倣
模
の
句
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と
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短
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掲
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と
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蒼
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「

難
非
る
た
々
轟
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、
も
で
れ
そ。
だ
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れ
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せ
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が
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に
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、
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い
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岩

、
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に
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ら
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「

１
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広
。
倍
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ぶ
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が
品
商
ト

べ
す
も
ジ
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一

界
世
「。
だ
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ル
ト
レ
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ぬ
り
わ
だ
こ
て
め
求

、
に
ト
プ
セ
ン
コ
を
」
に』
ン
タ
ン
カ
『を
理
料
の

NISHIKIYA KITCHEN　岩沼店
岩沼市桜1-6-45　リッチモンドスクエア岩沼内
TEL.0223-36-9115
11:00～19:00（L.O 18:30） 定休日／火曜、不定休

4.レトロなアメリカ映画に出てくるダイ
ナーを思わせる店内　5.ギフトボック
スなどのデザインも一新。常温で保存
ができ、賞味期限も長いため、贈り物と
しても最適　6.約100種のレトルト商
品が並ぶ店内。自宅用に、ギフト用に、
あれもこれも試したくなる　7.シックな
グレーの外壁にシャンパンゴールドの
ロゴが印象的な外観　8.笑顔が素敵な
スタッフ。「こだわりの商品をぜひお楽
しみください」
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５。
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だ
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０
０
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０
０
５
ら
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ム
ラ
グ
０
０
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は
ス
イ
ラ。
る

を
量
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望
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に
と
ご
ム
ラ
グ
０
０
１、
で
ま
ム
ラ

タ
ス
パ
の
定
限
店
沼
岩
。
る
き
で
が
と
こ
ぶ
選

ク
ル
ミ
の
番
定。
派
格
本
い
な
ら
取
を
け
引
も
に

。
る
す
場
登
も
味
の
と
ご
節
季、
に
か
ほ
の
味

満
に
み
し
楽
る
れ
訪、
も
で
度
何、
も
で
つ
い

。
る
あ
で
間
空
た
ち

店
沼
岩

に」
ン
タ
ン
カ
「を
理
料
の
界
世

う
わ
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を
力
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の
ト
ル
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レ
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岩沼駅

石白
至

▼

七十七銀行
岩沼支店

マツモト
キヨシ

岩沼
市役所

岩沼郵便局

セブン
イレブン

ダイシン

かっぱ寿司岩沼店駐車場奥

4

拡大図

柵があり
通り抜け
できません

マツモト
キヨシ

かっぱ
寿司

岩沼
市役所

パリミキ

東京靴流通センター

1.自家製ラッシーは400円。カレーメニューを注文すると100円で注文できる　2.季節の
ジェラート（380円）。5月28日まではイチゴ味の予定　3.サラダが付いたパスタセット
（720円）。ソースは３種から選べる。写真は「カッテージチーズ入りトマトバジルソース」

牛ホホ肉のグリルカレー。じっくりとグリルされた牛ホホ肉と、野菜の旨みや赤ワインのコクが
凝縮されたソースが、口の中で絶妙なハーモニーを奏でる。贅沢な気分にさせてくれる一品

2021

定価 550円（税込）
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1
2
0
2

年
10
月
28

行
発
日

第
24

第
巻

4

巻
通
号

279
号

月曜日（月曜が祝日の場合は火曜日）、第1・3火曜日
（定休日前日は18:00まで）

検 索検 索ハーレー　仙台

http://www.harleydavidson-sendai.com

Instagram Facebook

各種SNS
随時更新中！

ハーレーダビッドソン・スタッフ 募集中！

特選中古車展示中 下取り強化キャンペーン！
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月
１
、
り
あ
に
置
位
だ
ん
挟
を
道
県
と
館

と
こ
る
れ
さ
右
左
に
候
天
、
り
が
繋
で
ジ

。
る
き
で
が
と
こ
る
す
来
き
行
く
な

「
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プ
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ン
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「
店
門
専
ト

PET
EM
O

80

専
の

さ
広
の
級
大
最
内
県
。
る
す
結
集
が
店
門

A
PIN
A

型
大
ど
な
」

」
才
天
の
げ
揚
ら
か
「店
門
専
焼
子
玉
と
げ

。
る
な
と
店
出
初
城
宮
が

ライフスタイルを彩る日用品がワンストップで揃う北館

まるで屋外にいる
ような、開放感が
あるデザイン。新
型コロナウイルス
対策として、新た
な換気システム
や最新設備を導
入している

館
北

イオンモール新利府 北館
宮城郡利府町利府字新屋田前22
TEL.022-349-0555（10:00～21:00）
イオンモール専門店、フードコート　10:00～21:00
レストラン　11:00～21:00
ザ・ビッグ新利府店8:00～22:00
※一部店舗は営業時間が異なる
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笹沢左保
小学館P＋D BOOKS
660円（税込）

神
精
。
い
な
は
い
救
の
心
。
る
な
く
た

。
る
ま
か
だ
わ
が
け
だ
担
負
的

と
郎
太
亀
川
宮
・
士
藩
州
長
で
盤
中

目
羽
る
す
闘
決
と
田
沖
ら
か
と
こ
な
ん

寄
も
い
思
後
の
そ
、
し
か
し
。
る
陥
に

再
で
上
の
橋
大
条
五
。
に
開
展
い
な
ら

を
芋
き
焼
た
え
冷
で
人
二
、
も
る
す
会

区
の
方
味
敵
に
姿
う
合
り
語
、
り
張
頬

う
戦
れ
ず
い
は
面
場
の
こ
。
い
な
は
別

こ
の
尚
、
に
け
だ
る
れ
さ
感
予
が
命
運

。
る
み
染
に
胸
と

の
人
二
で
中
の
書
本
が
田
沖
、
た
ま

も
と
人
二
、
が
つ
持
を
り
わ
関
と
性
女

げ
遂
を
期
最
な
遇
不
り
あ
が
縁
に
川
宮

層
一
り
よ
を
田
沖
が
死
の
達
女
彼
。
る

。
く
導
へ
独
孤

の
い
救
が
田
沖
り
よ
に
言
遺
の
川
宮

、
が
性
女
た
し
と
う
よ
べ
伸
し
差
を
手

、
れ
さ
殺
惨
に
隙
た
し
離
を
目
が
分
自

。
る
す
達
に
頂
絶
は
感
無
虚
の
田
沖

れ
知
方
行
が
人
犯
後
の
そ
は
語
物

の
後
最
、
が
ろ
こ
と
。
む
進
ま
ま
の
ず

著
、
れ
さ
意
用
が
末
結
な
外
意
で
後
最

。
る
す
達
に
点
沸
で

25

涯
生
い
短
の
年

司
総
田
沖
た
い
抜
き
生
て
し
と
士
剣
を

、
に
前
を
火
灯
の
命
る
き
尽
え
燃
、
が

は
者
読
い
な
し
動
感
に
間
瞬
る
盛
え
燃

。
う
ろ
だ
い
な
い

、
は」
り
け
に
り
な
く
遠
は
治
明
や
雪
る

と
つ
１
に
句
一
は
字
れ
切
て
し
と
則
原

」
り
け
「と
」
や
「を
ろ
こ
と
る
い
て
れ
わ
い

に
と
こ
う
い
と
だ
別
特
く
な
は
で
陥
欠

。」
や
り
あ
は
国
祖
の
ど
ほ
る
つ
捨
身
し

小
、
句
俳
、
詩
、
歌
短
、
は
司
修
山
寺

」
敷
桟
井
天
「
室
験
実
劇
演、
か
ほ
の
説

、
が
た
れ
さ
価
評
も
に
的
際
国、
宰
主
を

あ
が
作
盗
、
倣
模
の
句
俳
、
び
た
び
た

。
た
れ
さ
弾
指
と
る

俳
の
男
黄
赤
沢
富
、
も
歌
短
の
出
掲

ら
知
が
と
こ
う
い
と
る
あ
で
作
盗
の
句

を」
上
の
海
き
蒼
は
国
祖
ば
れ
む
つ
め
「

難
非
る
た
々
轟
と
だ
の
も
た
せ
さ
体
合

、
も
で
れ
そ。
だ
う
そ
た
れ
ら
せ
び
浴
が

が
命
生
に
こ
そ
、
し
嚼
咀
く
よ
を
作
原

と
歌
名
、
ら
な
の
る
い
て
れ
ま
込
き
吹

。
例
な
う
よ
の
本

名
が
み
読
の
と
び
人
の
月
年
い
長

黙
。
う
い
と
く
い
て
て
育
を
歌
名
・
句

快
、
て
し
読
音
に
時
、
く
な
で
け
だ
読

き
だ
た
い
で
ん
し
楽
を
き
響
と
和
調
い

。
冊
一
い
た

97
宮城県産めぐみ野梅干使用

旨味すっきり梅昆布ドレッシング
（ノンオイル）
150ml

本体価格298円
（税込321円）

「古今東北」は、東日本大震災
からの復興と、東北振興への
思いを込めて、時を超えた東
北のおいしさを届けるブランド
です。伝統的な食文化の再発
見と出合いを重ね、新たな食
の楽しみをご提案します。

■ お問い合わせ ／ 株式会社 東北協同事業開発　TEL.022-347-3821
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古今東北商品の一部が楽天市場で購入できます！
楽天市場「古今東北」Webサイト
https://www.rakuten.ne.jp/gold/cocontouhoku/

【 送料無料 】の商品セット
 企画もご用意しております。

こちら
から

チェック！古今東北 楽天

掲載商品はコープあおもり、いわて生協、生協共立社、みやぎ生協、コープふくしまの店舗
で購入できます。宅配はコープあおもり、コープあきた、いわて生協、生協共立社、みやぎ生協、
コープふくしまで購入が可能です。 ※一部店舗で取り扱いのない場合もございます。

梅、塩、シソだけでつくる「めぐみ野 梅干」。写真は、生産者
の一人佐藤マサ子さん。まんべんなく陽光が当たるよう、
梅を一粒一粒返していきます

醤油や練り梅など、決められた
順番で調合し、撹拌しながら加
熱殺菌。一釜調合するのに２時
間弱かけるとのこと。一釜で約
1,700本分のドレッシングが出
来上がります

内池醸造株式会社 営業部 第一課
玉坂健太郎さん。「学生さんたち
とのコラボは、とても刺激になりま
した。若い方から高齢の方まで、幅
広い層のみなさんにお使いいた
だければと思います」

内池醸造株式会社 商品開発室
の赤間千尋さん。「チキンカツ
や唐揚げなどの揚げ物にかける
と、さっぱりしておいしいですよ」

角田でつくられている伝統の梅干しを使った、梅昆布茶風味のドレッシング。サラダや揚げ物、お刺身などに幅広く
利用できます

内池醸造株式会社のみなさん。
前列中央が代表取締役社長の
内池 崇さん

「古今東北は、食に携わる人間としての厚みを広
げてくれるブランドだと思います」と内池醸造株
式会社 常務取締役 営業部長の岩本日出明さん

宮城学院女子大学現代ビジネス学部とのコラボでこれまでにもさまざまな商品が生み出されてきま
した（21018年撮影）

53 52

「こちらの土地は、分譲中です。
ICや国道が近くにありアクセス
に恵まれています。周囲の環境
も良いので、別荘はもちろん、
子育て世代の方々のお住まいに
もおすすめです。ご興味があり
ましたら、お気軽にご連絡くだ
さい」と山田チームリーダー

 異国情緒漂うベンガラ色の外観　 玄関のモザ
イクランプが、訪れる人をあたたかく迎えてくれる
 三和土の上部は、北欧を彷彿とさせるパイン材の

斜天井を採用　  コンパクトながら使い勝手の良い
キッチン。窓外の風景に心がなごむ　  エレガント
なライトで大人のくつろぎを演出

テラスから直接入れる三和土は、格好の休憩スペースになっている

裏の林の木を薪に利用

（株）スウェーデンハウス
東北支店

TEL.0120-302-381
〒981-3112 仙台市泉区八乙女４-１-３
営業時間／10:00～18:00
定休日／火曜・水曜

スウェーデンハウス 検索

お問合せ
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資料請求
参加企業

右記のメールアドレスへ①氏名　②郵便番号　③住所　④メールアドレス　⑤電話番号　⑥資料請求したい企業（全項目必須）を
お送りください。ご希望の企業より資料が届きます。あわせて、りらく編集部よりNISHIKIYA KITCHENのレトルトカレー（２袋）をお贈りします。
プレゼント期間：2022年1月31日（月）までに資料請求いただいた方が対象となります。　★カレーの種類は、編集部にお任せください。
※記載事項に漏れがありますと資料やプレゼントをお送りできません。ご注意ください。

info@riraku-sendai.co.jp

メールアドレス

2021

定価 550円（税込）
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Web Culture 抜刷冊子出版
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Outline

右下の2次元コードより応募フォームにアクセスし、必要事項を記入の上送信してください。
お選びいただいた企業より資料が届きます。
あわせて、りらく編集部よりNISHIKIYA KITCHEN のレトルトカレー（２袋）をお贈りします。

プレゼント
期間

資料請求の
お申込みは
こちらから▶

2021年９月30日（木）までに資料請求していただいた方が
対象となります。
★カレーの種類は、編集部におまかせください。

※写真はイメージです。

資料請求された方に、『NISHIKIYA KITCHEN』のカレーセットをプレゼントいたします。
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1編集記事（主なコンテンツ内容）

。すまいてし信発を報情く響に心の人大。どなイセッエるよに陣筆執な彩多、事記載連のどな』り語顔『』ーュビタンイ『

3読者プロフィール

1998年の創刊以来、特集や連載記事を通して、
大人が自分の時間を楽しく過ごすための情報を提供しています。

「りらく」は、地域に密着した大人の生活情報誌です。

読者の中心は、生活にゆとりがあり、消費力のある活動的な中高年層。
興味の幅も広く、知的探究心も旺盛なので、新しい情報には敏感です。

4Web、カルチャー、抜刷冊子、出版等
幅広い展開で可能性は無限大
「りらく」は、月刊誌の発行だけでなく、さまざまなかたちで情報発信と
読者の皆さまとの交流をはかっています。

2本誌概要

道
国
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の
泉
温
子
鳴
、
し
上
北
を
号

地
園
田
な
か
ど
の
。
い
沿
路
道
の
前
手

観
外
な
落
洒
お
わ
き
と
ひ
、
る
あ
に
帯

む
営
を
業
農
々
代
で
地
の
こ
。
だ
店
の

販
・
工
加
・
産
生
、
が
家
一
ん
さ
鉢
中

て
し
と
環
一
の
化
業
産
次
六
、
で
ま
売

か
窓
の
奥
、
と
る
入
に
内
店
い
る
明

。
る
れ
ら
め
眺
が
畑
ば
そ
な
大
広
は
ら

て
せ
わ
あ
、
ば
そ
秋
と
ば
そ
夏
「

30
町す

穫
収
く
早
ち
い
に
夏
。
長
店
子
い
け

早
も
間
期
む
し
楽
を
ば
そ
新
、
で
の
る

。
だ
訳
る
ま

殻
、
を
ば
そ
玄
の
培
栽
薬
農
無
の
こ

の
白
く
挽
て
し
皮
脱
、
黒
た
い
挽
と
ご

製
型
ち
打
手
、
し
粉
製
社
自
に
類
種
２

水
。
つ
打
で
合
割
の
八
二
い
使
を
機
麺

。
う
い
と
水
泉
温
子
鳴
む
飲
、
は
し
回

を
ば
そ
白
、
速
早
。
た
き
て
れ
ば
運
が

食
、
と
う
い
と
は
黒
の
方
一
。
り
ま
ん

し
味
吟
を
油
醤
の
元
地
は
ゆ
つ
。
い
し

、
後
最
「。
い
い
も
ス
ン
ラ
バ
も
味
風

し
さ
や
、
う
よ
る
せ
干
み
飲
で
湯
ば
そ

。
だ
と
こ
の
と
」
す
ま
い
て
し
に
味
い

。
昧
三
物
地
い
し
れ
う
に
さ
ま

食
試
、
き
聞
と
る
あ
も
ち
打
太
の
黒

ば
そ
た
れ
さ
出
。
た
い
だ
た
い
て
せ
さ

ち
打
平
、
の
の
も
る
あ
も
㎜
５
が
幅
は

い
い
に
ど
ほ
む
噛
、
く
す
や
べ
食
で
麺

。
る
く
て
し
が
り
香

つ
、
れ
ら
つ
に
地
生
ば
そ
の
わ
ふ
わ
ふ

田
ん
で
ん
で

伝

﹈
泉
温
子
鳴
市
崎
大
﹇

と
材
素
の
土
郷
を
ば
そ
培
栽
社
自

に
か
や
鮮
り
彩

に
中
て
育
子
「
は
長
店
鉢
中
る
す
理
調

り
作
手
。
ら
か
た
し
ま
り
作
ん
さ
く
た

が
託
屈
と
」
ね
し
す
で
心
安
・
全
安
は

。
い
な

男
長
と
夫
る
あ
で
長
社
の
業
企
族
家

る
あ
も
で
役
締
取
、
門
部
産
生
に
主
が

ら
飾
が
し
け
こ
子
鳴
は
に
隅
片
の
店

か
豊
の
子
鳴
・
土
耕
崎
大
、
あ
さ
。
も

も
で
て
し
ば
伸
を
足
。
う
ろ
た
ひ
に
さ

黒の太麺の「盛りそば」（単品880円）。他に
「生ラー油冷やし肉そば」（1,100円）、ミニソー
スカツ丼セットなどもある
そばの香りを逃さないよう、その都度必要

な分だけを電動石臼で製粉
店舗裏のそば畑の前で、中鉢店長（中央）と

三男敬裕さん、スタッフの遠藤純子さん
ラタトゥイユ風の野菜やくるみ豆なども盛り

込んだ「おまかせガレット」（1,210円）。ベーコ
ンたっぷりのガレットも人気

テーブルと窓側のカウンターに計26席
の明るい店内

「シナモンアップルフルーツガ
レット」（990円／ドリンクとの
セット1,240円）。チョコバナナ、
キャラメルナッツガレットも

「鳴子づくしセット」（2,420円）。トマトのカ
プレーゼ風は自家栽培くるみ豆（味の濃い幻
の大豆）の豆腐を使用。そばは白、黒、合
い盛りから選べる

大崎市鳴子温泉字月
山13-2　
TEL.0229-25-3353
11:00～16:00
（LO15:30）
平日夜予約のみ
18:00～21:30（LO）
火曜定休　
駐車場20台457
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蕎麦カフェ
田伝
蕎麦カフェ
田伝

川渡温泉駅

池月駅

線
東
羽
陸

江合川

253

あ・ら・
伊達な道の駅

名生定簡易
郵便局

1

2

34

21 20

季節の滋味妙味、美味しい時間を過ごせるスポット、
頑張っている地元の生産者など、独自の視点から捉え

Webサイトでは、最新号からバック
ナンバーまでが一目瞭然。誌面連
動Web限定プレゼントでは毎月素
敵な商品をご用意しています。

色
景
な
雅
な
う
よ
の
巻
絵

む
望
を
浦
の
賀
千
、
れ
憧
の
人
都

釜
塩・
島
松

西行戻しの松公園からの松島湾の眺め。桜の名所としても知られており、駐車場や展望台
が整備されている
御神苑から松島湾の南西部、千賀の浦・塩釜の浦を望む
池に映りこむ、もう一つの紅葉も見ておきたい
秋景色と延喜式内名神大社・志波彦神社
志波彦神社と鹽竈神社の間の静かな竹林の先に、樹齢400年以上のご神木がある。根本

の水を割りばしにつけていぼに塗ると、そのいぼが取れるという言い伝えがあるそうだ
。
た
き
て
し
場
登
に
歌
の
く
多
数
て
し
と

じ
は
を
ロ
グ
マ
、
は
に
近
付
の
そ
在
現

が
港
釜
塩
る
誇
を
量
げ
揚
水
な
富
豊
、
め

。
る
あ

高
の
市
竈
塩
、
ら
な
る
め
眺
を
浦
の
こ

を
社
神
竈
鹽
・
社
神
彦
波
志
、
る
あ
に
台

が
人
都
。
苑
神
御
る
あ
に
方
前
の
社
神
彦

し
越
葉
紅
の
園
庭
、
を
色
景
の
浦
た
れ
憧

。
る
き
で
能
堪
に

て
れ
さ
庭
作
に
心
中
を
池
、
は
苑
神
御

じ
み
も
と
居
鳥
の
り
塗
朱
、
は
秋
。
る
い

景
の
は
で
ら
な
社
神
、
い
合
き
響
が
赤
の

が
じ
み
も
と
居
鳥
も
に
面
水
の
池
。
に
観

奥
の
り
造
庭
、
み
こ
り
映
で
置
配
な
妙
絶

。
る
入
じ
感
ず
わ
思
、
に
さ
深

1

3

2

4

5

19 18

や
々
人
の
都
の
代
時
安
平
、
は
湾
島
松

を
蕉
芭
尾
松
る
あ
で
人
俳
の
代
時
戸
江

き
て
し
了
魅
く
強
を
人
化
文
、
め
じ
は

が
島
な
ま
ざ
ま
さ
小
大
、
は
に
内
湾
。
た

に
船
覧
遊
、
り
お
で
ん
か
浮
り
余
０
６
２

る
あ
に
所

四

観
大

た
み
で
ん
運
を
足
に

す
表
を
象
印
の
め
眺
、
は
と
観
大
四
。
い

ら
か
森
高
大
は
」
観
壮
「
。
る
あ
で
称
名

は
」
観
麗
「
、
で
め
眺
の

富
山

偉
「
、

は
」
観

多

山
聞

は
」
観
幽
「
、

扇
谷

松
。

。
だ
の
る
わ
変
く
き

の
湾
ぶ
か
浮
が
々
島
と
葉
紅
な
か
や
鮮

な
る
す
賞
観
で
く
近
駅
岸
海
島
松
を
景
風

め
す
す
お
が
」
園
公
松
の
し
戻
行
西
「
ら

鎌
ら
か
期
末
代
時
安
平
、
は
と
行
西
。
だ

歌
、
侶
僧
、
士
武
て
け
か
に
期
初
代
時
倉

途
の
脚
行
国
諸
。
物
人
た
き
生
て
し
と
人

、
い
会
出
と
子
童
で
下
の
木
大
の
松
、
中

多
が
人
才
、
に
子
童
。
た
れ
敗
に
答
問
禅

諭
と
す
ら
さ
を
恥
と
く
行
に
島
松
場
霊
い

の
賀
千
は
部
西
南
の
湾
島
松
、
た
ま

枕
歌
ら
か
昔
、
れ
ば
よ
と
浦
の
釜
塩
、
浦

宮城や、おとなり山形を中心に、温泉、紅葉、桜風景など、
大人がほっとくつろげる旅の話題をお届けしています。

interview

た
し
始
創
ら
自
で
家
踊
舞
本
日
の
鋭
気
の
身
出
台
仙

を
説
伝
の
来
古
本
日、
が
ん
さ
寛
雅
川
中
の
元
家
流
川
中

は
台
舞
の
演
公
初。
た
げ
上
り
創
を
」
島
浦
の
白

10

６
月

・都
史
た
し
験
経
も
度
二
を
害
災
大
の
度
一
に
年
千、
日

伎
舞
歌
る
す
表
代
を
本
日
で
歳
８
か
ず
わ。
だ
市
城
賀
多

才
の
そ
に
ん
さ
郎
三
玉
東
坂
の
宝
国
間
人
て
し
に
優
俳

陶
薫
の
ら
か
ち
た
家
術
芸
台
舞
の
流
一、
れ
さ
出
見
を
能

台
舞。
ん
さ
川
中
た
き
で
ん
歩
を
道
の
踊
舞
本
日
に
糧
を

10

。
か
す
で
品
作
な
う
よ
の
ど
は
と」
島
浦
の
白
黒
「劇
楽
和
作

催
共
が
市
城
賀
多、
で
台
舞
た
し
と
的
目
を
承
伝
災
震

り
あ
に
地
各
の
本
日
は
説
伝
の
郎
太
島
浦
。
す
ま
い
て
し

姫
乙
の
城
宮
竜、
ろ
こ
と
た
い
て
べ
調
を
献
文、
が
す
ま

に
」
語
物
の
子
と
親
「う
い
と
子
息
の
そ
は
郎
太
で
母
が

箱
手
玉
に
郎
太
が
姫
乙
る
あ
で
親
母
ぜ
な、
て
せ
ま
ら
膨

る
あ
で
母
き
亡
は
郎
太
。
た
し
ま
え
考
と
か
の
た
し
渡
を

り
ま
つ、
城
宮
竜
い
よ
ま
さ
を
海
て
め
求
を
影
幻
の
姫
乙

さ
渡
を
箱
手
玉
。
か
い
な
は
で
の
た
い
着
り
ど
た
に
国
天

は
で
ろ
こ
と
る
来
が
た
な
あ
だ
ま
は
こ
こ
「、
は
の
た
れ

定
設
う
い
と
た
れ
さ
渡
を
箱
手
玉
て
し
と
具
道
の
め
た

年
ぜ
な
と
る
け
開
を
箱
手
玉
は
で
。
た
し
ま
し
築
構
再
に

こ
る
れ
入
け
受
を
実
現
た
し
く
亡
を
族
家
。
か
の
る
取
を

手
玉
。
す
ま
い
ざ
ご
で
と
こ
い
辛
く
し
苦
も
て
と
は
と

友
や
族
家
で
災
震
大
本
日
東
。
る
な
に
髪
白
て
い
老
れ
つ

合
き
向
か
な
か
な
と
実
現、
は
に
中
の
方
た
し
く
亡
を
人

な
は
で
人
一
を
箱
手
玉
、
い
し
ほ
て
き
生
に
き
向
前
、
に

る
れ
ら
え
伝
と、
よ
す
で
ん
い
い
も
て
け
開
で
な
ん
み
く

。
す
ま
い
て
し
ざ
め
を
台
舞

み
。
す
ま
り
あ
が
目
演
う
い
と
」
島
浦
「に
踊
舞
本
日

に
け
付
り
振
ま
ま
の
そ
を
説
伝
の
知
存
ご
く
よ
ん
さ
な

の
み
染
馴
に
踊
舞
本
日
や
伎
舞
歌、
り
あ
も
で
り
踊
た
し

仙
に
年
２
１
０
２
に
機
を
災
震
は
僕
。
た
し
ま
い
思
と
か

災
震
て
し
通
を
踊
舞、
ら
か
初
当
。
た
し
ま
し
郷
帰
に
台

く
良
、
り
あ
が
い
想
の
と
、
か
い
な
れ
ら
げ
な
つ
に
承
伝

。
す
で
の

衣
り
ま
つ
。
す
ま
し
演
出
で
付
紋
で
い
思
む
悼
を
々
方
た

味
意
う
い
と
死
と
生
は
に
白
と
黒
て
し
そ
。
白
と
黒
が
装

け
開
を
箱
手
玉
に
初
最
は
台
舞
。
す
ま
い
て
れ
ら
め
込
も

序
順
の
逆
は
て
し
と
語
物
。
す
ま
り
ま
始
ら
か
ろ
こ
と
る

。
す
で
け
わ
る
い
て
し
表
は
白
と
黒
も
い

奥

見
津
綿
羽

盆
踊

。
ね
す
ま
れ
さ
露
披
も」

た
き
起
に
年
９
６
８
は
城
賀
多

貞
観

て
し
そ
、
震
地

災
る
れ
わ
い
と
度
一
に
年
千、
と
災
震
大
本
日
東
の
回
今

防
て
し
と
市
都
災
減
。
す
で
町
た
し
験
経
も
度
二
を
害

え
例
、
て
い
て
れ
入
を
力
に
ど
な
承
伝
災
震
や
災
減
・
災

世
後
を
災
震
で
野
分
な
ま
ざ
ま
さ
ど
な
献
文
や
像
映
ば

見

憶
聞

組
り
取
う
い
と
」

通
を
り
踊
盆
に
も
と
と
台
舞
は
僕
。
す
ま
い
て
め
進
も
み

画
企
に
市
城
賀
多、
と
い
た
き
い
て
し
承
伝
を
災
震
て
し

。
す
で」
踊
盆
見
津
綿
羽
奥
「る
れ
さ
露
披
で
レ

憑
依

味
意
う
い
と
る
甦
て
し

る
れ
ら
く
つ
で
方
地
各
が
り
踊
盆
。
す
ま
り
あ
が
い
合

と
も
を
災
震
大
本
日
東
る
あ
で
害
災
大
の
有
曽
未
は
に

あ
が
感
命
使
う
い
と
だ
き
べ
る
く
つ
を
り
踊
盆
た
し
に

。
す
ま
い
て
れ
く
て
し

。
ね
す
で

ず
え
考
く
深
り
ま
あ
は
に
ち
た
も
ど
子、
が
す
で
定
予
う

る
送
と
ち
た
家
術
芸
の
り
か
ゆ
元
地
が
家
踊
舞
本
日
の
鋭
気

「劇
楽
和
作
新

黒
白
の
浦
島

で
城
賀
多
都
史
る
げ
掲
を
市
都
災
減

10

演
公
初
に
月

元
家
流
川
中
／
家
踊
舞
本
日

日本舞踊家として震災にいかに向き合うかを突き詰め、震災伝承を目的とした新作和楽劇「黒白
の浦島」を世に問う中川雅寛さん。その強い決意と覚悟が全身にみなぎっている

中川流・素踊りの会にて。素踊りとは紋付袴といった最小限の衣装ですべ
てを表現する

川
中

  

寛
雅

39 38

ビジネスや福祉、文化、モノ作り等、さまざまな分野で
活躍する人たちを取材記事や写真を通してご紹介し
ています。 40～50代を中心に幅広い層から支持されています

40代～60代が読者層の中心。男女の比は半々です。職場や家庭での回読率が
高く、20代～30代の方から「読んでます」との声が寄せられることもあります。

▶毎月楽しく拝見しています。たまに立ち読みしていたのですが、この頃は情報を
手元に置きたくて、発売日がくるのが待ち遠しくなりました。あの店もおいしそうだ
し、こっちの店も行ってみたい。りらく片手に「次はどこへ行こう？」状態です。
　（青葉区・50代女性）

▶会社の人にすすめられて読み始めました。今までの「タウン誌」とは違った落ち着
いた感じで、インタビューなど読み物も多く、楽しんでます。母にも見せたら、さっ
そくランチの店に行ってきたと報告してくれました。
　（若林区・40代男性）

※撮影のときだけマスクを外していただきました

検索仙台キノコ同好会

７月25日の観察会に参加したキノコ同好会の54名。会員は約240名登録しており、年齢層は５歳から95歳までと幅広い。お子さん
がキノコに興味を持って会員になり、保護者も参加するようになるというケースも

山に入るときは、長袖の服やスパイクのついた長靴、
もしくは登山靴などで装備を万全に

「キノコは季節の『喜び』です。キノコ同好会は、キノコと森
のつながりを感じられる会だと思います」

細く急な山道も果敢に進んでいく

夏は、遊歩道のすぐわきにキノコが生えていて見
つけやすい

樹木とともに生きる共生菌の
キノコが多く収穫された

童話の世界にあるような可愛らしいキノコを発見

枯木の幹に生えるキノコも

「いろんなキノコを見つけられて楽しかったです」 「今日は仙台では珍しいリュウコクヒナベニ
タケ（仮称）を見ることができてうれしかった
です」

「キノコは光合成をしないので植物ではなく、動
かないので動物でもありません。不思議が詰まっ
た生き物です」と会長の木村さん

キノコの匂いを確認する顧問の佐々木さん

月
７
年
１
２
０
２

25

つ
り
照
が
陽
太
の
夏
真
、
日

駐
前
館
念
記
央
中
の
森
の
民
県
県
城
宮
、
か
な
る
け

、
に
場
車

54

れ
さ
止
禁
は
り
狩
コ
ノ
キ
の
人
個
は
で
森
の
民
県

可
許
な
別
特
は
会
好
同
コ
ノ
キ
台
仙
、
め
た
る
い
て

は
年
今
。
る
い
て
し
施
実
を
会
察
観
の
こ
、
て
得
を

約
の
で
ま
日
の
こ、
く
早
が
け
明
雨
梅

10

況
状
い
し
厳
は
に
育
生
の
コ
ノ
キ
。
た
い
て
れ
晴
と

た
ん
さ
木
々
佐
る
め
務
を
問
顧
と
ん
さ
村
木
の
長
会

が
類
種
が
方
の
頃
た
し
来
到
が
夏
て
し
け
明
雨
梅
は

山
は
秋
は
コ
ノ
キ
、
た
ま
。
だ
う
そ
る
れ
ら
み
く
多

が
徴
特
う
い
と
る
え
生
に
い
沿
道
山
は
夏
、
に
中
の

き
歩
山
、
も
て
く
な
が
信
自
り
ま
あ
に
力
体
。
る
あ

軽
気
は
に
会
察
観
コ
ノ
キ
の
夏
、
ば
れ
す
を
備
装
の

る
採
を
コ
ノ
キ
（「
え
い
は
と。
だ
の
る
き
で
加
参
に

。
る
あ
で
要
必
が
合
気、
で
う

員
会
と
る
い
て
い
歩
と
々
黙
を
道
歩
遊
の
中
の
森

わ
で
目
一

、
側
裏
の
傘
や
傘、
と
る
け
つ
見
を
コ
ノ
キ
は
ん
さ
木

い
合
度
の
長
生
も
で
コ
ノ
キ
じ
同
。
う
合
き
頷
と
ん

え
加
も
ど
な
境
環
る
い
て
え
生
や
い
匂
、
め
た
う
ま

名
で
方
一
の
そ
。
と
こ
の
と
る
す
断
判
に
的
合
総
て

詳
、
り
あ
ん
さ
く
た
も
コ
ノ
キ
い
な
い
て
い
つ
の
前

。
た
れ
さ
ら
知
い
思
と
る
あ
が
要
必
く
行
と
人
い
し

、
も
て
い
て
し
似
類
が
前
名
、
は
コ
ノ
キ
、
た
ま

は
ケ
タ
ゴ
マ
タ
ば
え
と
た
。
つ
持
を
性
特
う
違
く
全

、
１
で
本
日
は
ケ
タ
グ
ン
テ
ゴ
マ
タ
ロ
シ、
が
る
れ
ら

。
だ
の
な
コ
ノ
キ
毒
猛
の
ど
ほ
う
争
を
２

コ
や
ケ
タ
ロ
イ
バ
カ
カ
ア
、
て
い
歩
ど
ほ
間
時
１

、
ケ
タ
ニ
ベ
コ
イ
オ
ニ、
ケ
タ
チ
チ、
リ
ド
マ
ヤ
ネ
ガ

約
、
ど
な
キ
ド
モ
チ
グ
イ
ガ
ニ

15
。
た
き
で
穫
収
ど
ほ
分
つ
３
袋

わ
終
べ
並
り
通
と
ひ
。
た
い
て
べ
並
に
別
類
種
を
コ

テ
ベ
の
当
担
定
鑑
、
中
の
線
視
い
熱
の
勢
大
、
と
る

。
た
い
て
し
明
説
を
性
特
の
そ
て
い
書
を
前

多
が
者
加
参
の
方
の
配
年
は
前
以
「
は
ん
さ
村
木

）
元
還
（
解
分
る
け
お
に
系
態
生
は
コ
ノ
キ。
す
ま
い

時
の
ら
か
れ
こ
、
で
の
な
物
生
な
的
秘
神
い
多
が
と

。
た
い
て
し
話
と」
ね
す
で
い
た
き
い
て
し
ト

索
捜
大
を」
コ
ノ
キ
「物
生
な
的
秘
神

会
好
同
コ
ノ
キ
台
仙

問合せ先
仙台キノコ同好会
smsp@cajpn.org
入会金／1,000円
年会費／3,000円
　　　 （家族会員は1名
　　　   につき500円）

取材・文／金成葉子　
撮影／鈴木 潤

7677

幅広い分野の教室やサークルを取材してご紹介。記
事をきっかけに新しいことに挑戦してみたという読者も
少なくないようです。

■
■
■

発 行 日
販売エリア
定 価

毎月28日発行
宮城県全域、山形県・福島県・北3県の一部ほか
660円（税込）

■
■
仕 様
発 行

A4判
（株）プランニング・オフィス社

75 74

治
明
に
と
こ
。
た
き
て
え
越
り
乗
を
波
荒
の
代
時
ど
な
慌
恐
、
変
激
の
新
維
治
明
、
争
戦
辰

。
る
あ
で
ア
ニ
オ
イ
パ
だ
ん
挑
に
的
極
積
に
易
貿
外
海
、
り
な
と

三
代
初
、
年
）
９
１
８
１
（
２
政
文

り
借
を
家
き
空
の
目
丁
二
町
大
は
助
郎「

得

屋
壽
可

綿
木
（
商
物
太
う
い
と
」

呉
の
許
藩
は
に
後
年
２
、
め
始
を
）
商

金
資
に
藩
台
仙
、
り
な
と
」
組
通
融
「

仙
を
屋
壽
可
得
、
で
中
た
し
と
然
騒
の

、
せ
さ
進
躍
に
商
豪
の
り
折
指
下
城
台

し
立
設
を
社
商
陸
三
は
に
め
初
の
治
明

。
く
就
に
長
社

12

を
父
き
と
の
歳

い
継
を
店
に
期
革
変
大
の
新
維
、
い
失

、
め
や
を
校
学
小
町
立
に
機
を
れ
こ。
だ

英
て
い
つ
に
師
教
庭
家
の
人
カ
リ
メ
ア

、
し
収
吸
を
識
知
の
国
外
で
ん
学
を
語

。
る
な
に
う
よ
る
せ
寄
を
心
関
に
外
海

な
く
な
も
権
特
の
商
物
太
服
呉
許
藩
て

業
同
め
じ
は
を
屋
良
奈
や
屋
野
日
、
り

藤
。
た
れ
ま
生
が
争
競
い
し
激
で
間
者

の
り
通
人
が
蔵
清
沼
菱
の
頭
番
大
は
崎

治
明、
し
測
予
を
化
変

12

）
９
７
８
１
（

な
的
格
本
て
し
出
進
に
目
丁
四
町
大
年

画
は
て
し
と
時
当
。
た
め
始
を
り
売
小

販
札
正
「
の
し
な
値
け
掛
金
現
な
的
期

時
い
し
新
、
ど
な
る
え
替
り
切
に
」
売

伸
を
績
業
で
革
改
営
経
た
せ
わ
合
に
流

業
営
の
年
前
に
み
な
ち
。
る
い
て
し
ば税

10

な
に
額
税
納
の
位
１
第
内
県
は
円

、
に
忌
回
三
の
蔵
清
は
助
郎
三
に
後。
る

に
功
し
彰
顕
て
て
建
を
」
碑
墓
宰
老
「

。
る
い
て
い
報

ら
ま
止
に
い
商
の
家
自
は
助
郎
三

に
的
極
積
に
め
た
の
展
発
の
土
郷
、
ず

治
明
。
る
い
て
し
動
活

20

）
７
８
８
１
（

た
し
通
開
で
ま
台
仙
が
線
本
北
東
、
年

ロ
キ
１
り
よ
在
現
は
駅
台
仙
初
当
、
が

地
街
市
は
に
展
発
の
街
し
か
し
。
た
い

の
時
当
、
張
主
と
い
い
が
方
た
け
設
に

商
て
し
付
寄
を
金
大
う
い
と
円
０
５
５

組
り
取
に
動
運
致
誘
の
駅
て
げ
あ
街
店

。
た
せ
さ
現
実
を
設
建
の
へ
地
在
現、
み

し
退
衰
、
め
た
の
興
振
業
産
場
地
た
ま

台
仙
「
品
級
高
最
の
地
ま
か
は
た
い
て

入
を
力
に
産
生
て
し
収
買
を
場
工
」
平

さ
。
る
な
と
達
用
御
庁
内
宮
に
後
、
れ

専
の
」
重
二
羽
「
物
織
絹
の
産
特
に
ら

復
て
て
建
に
園
公
西
の
在
現
を
場
工
用

せ
併
と
物
太
服
呉
は
重
二
羽
、
せ
さ
活

し
盛
繁
は
店
り
な
と
柱
の
営
経
角
多
た

助
郎
三
。
た

21

太
服
呉
台
仙
き
と
の
歳

業
、
し
任
就
に
表
代
代
初
の
合
組
商
物

藤﨑 三郎助
祖を近江商人に持つ三郎助は国際感覚に富み、進取の精神に
溢れた青年実業家で海外に雄飛。時代を先取りした経営で藤
崎を牽引、「中興の祖」と呼ばれる。仙台で初めての幌型自動
車を自家用車にして乗り回した　
／写真は「藤崎200年のあゆみ」より

大正８（1919）年、藤崎は創業100年を
記念し、２階建て西洋風木造館を完成、
近代デパートへの変革を図った　　
／画像は「藤崎200年のあゆみ」より

右：得可壽屋時代、真綿と木綿綿に使用してい
た立ちえびすの商標。座りえびすが一般的で、
立ち姿のえびす像は珍しい
左：昭和初期のポスター　／2点とも仙臺庫所蔵

荒井泰治：仙台生まれの実業家。台湾で様々な事業をおこし、財をなした。東北大学附属図書館「狩野文庫」購入に、現在の１億５千万相当
を寄付した。

山家豊三郎：元仙台藩士。明治になって困窮する侍たちに自分の屋敷を開放して商売をさせ、今の東一番丁商店街になる。「和霊神社」は
山家家の神社。

し
と
調
基
を
調
協
使
労
、
度
制
式
株
は

早
ち
い
、
げ
掲
を
念
理
営
経
的
代
近
た

。
る
い
て
し
だ
み
歩
を
道
の
化
代
近
く

店
本
は
断
決
の
大
最
て
し
と
者
営
経

は
助
郎
三
。
だ
転
移
の

山

郎
三
豊
家

のを
出
進
へ
丁
番
一
東
た
め
じ
は
り
な
に

治
明
。
意
決

30

大
、
年
）
７
９
８
１
（

座
の
り
造
蔵
土
に
地
在
現
の
目
丁
五
町

。
店
開
を」
店
服
呉
崎
藤
「舗
店
式
り
売

そ
。
る
な
に
判
評
と
り
ぶ
」
況
盛
の
来

店
は
に
年
）
９
１
９
１
（
８
正
大
後
の

い
商
い
し
新
た
い
置
を
点
重
に
売
販
頭

ら
か
り
売
座
を
品
商
、
り
と
を
法
方
の

に
服
呉
も
目
品
い
扱
、
め
改
に
式
列
陳

に
幅
大
ど
な
貨
雑
品
洋
や
物
反
洋
え
加

の
物
名
台
仙
し
場
登
も
備
設
房
暖
や
所

一
「
は
店
本
崎
藤
来
以
、
り
な
と
つ
一

。
た
き
て
れ
ま
し
親
て
し
と」
店
の
丁
番

体
営
経
い
旧
が
ど
な
屋
良
奈
や
屋
野
日

旧
は
崎
藤
、
中
る
す
退
衰
で
ま
ま
の
質

に
移
推
の
代
時
し
出
け
抜
ら
か
習
因
い

め
始
で
街
店
商
興
新
を
い
商
た
し
応
即

。
だ
の
た

え
考
を
出
進
の
へ
外
海
ら
か
て
ね
か

わ
終
が
争
戦
清
日
、
は
助
郎
三
た
い
て

崎
藤
、
と
る
す
呈
を
気
活
が
界
済
経
り

中
し
京
上
て
ね
委
に
人
配
支
を
営
運
の

治
明
。
た
し
出
り
乗
に
界
業
実
央

33、
会
覧
博
国
万
リ
パ
年
）
０
０
９
１
（

絹
に
ス
ン
ラ
フ
に
機
を
れ
こ
。
国
帰
に

業
同
で
易
貿
際
国
ど
な
る
す
出
輸
を
ど

。
る
め
集
を
目
注
の
者

で
」
会
演
講
の
情
事
ル
ジ
ラ
ブ
「
の
催

の
館
使
公
ル
ジ
ラ
ブ
で
こ
こ
。
た
れ
訪

助
郎
三
た
得
を
言
助
い
会
出
に
官
記
書

治
明
、
は

39

年
）
６
０
９
１
（

ま
、

な
い
て
来
出
え
さ
館
事
領
民
移
本
日
だ

市
ロ
ウ
パ
ン
サ
市
都
の
大
最
米
南
い

」
会
商
崎
藤
本
日
「
店
商
系
日
の
初、
に

陶
、
茶
、
重
二
羽
絹
。
た
げ
上
ち
立
を

売
に
う
よ
ぶ
飛
が
貨
雑
の
量
大
ど
な
器

」
か
の
た
い
が
人
明
文
も
に
本
日
「
れ

張
拡
路
販
の
品
商
本
日
。
る
れ
か
驚
と

け
受
の
民
移
人
本
日
、
ら
が
な
め
努
に

事
領
は
会
商
崎
藤
た
え
整
を
勢
態
れ
入

ど
な
職
就
や
訳
通
、
し
行
代
を
務
業
館

後
、
め
始
を
業
事
易
貿
の
と
ン
チ
ン
ゼ

就
に
長
社
て
し
立
設
を
」
組
松
藤
「
に

し
と
駆
先
の
易
貿
米
南
、
ど
な
る
す
任

。
る
れ
ら
知
て

は
助
郎
三
に
ら
さ

、
し
目
着
に
湾
台
た荒

治
泰
井

渡
に
湾
台
と

治
明
り

40

）
７
０
９
１
（

「、
年

鹽

港
水

会
糖
製

が
我
、
し
設
創
を
」
社

業
工
糖
製
る
け
於
に
国

て
げ
上
り
作
を
礎
基
の

藤
後
は
に
湾
台
。
る
い

な
）
官
長
政
民
（
平
新

、
り
お
が
達
人
い
深
の
係
関
に
台
仙
ど

洋
昌
南
「
に
州
満
と
井
荒
は
に
後
年
数

を
易
貿
や
掘
採
炭
石
、
し
立
設
を
」
行

糖
製
州
満
南
「
て
え
加
。
る
い
て
め
始

す
こ
お
を
」
社
会
織
毛
蒙
満
「」
社
会

で
営
経
角
多
し
躍
活
に
的
界
世
、
ど
な

記
に
遠
永
を
徳
聖
の
皇
天
治
明

元
正
大
は
助
郎
三
、
め
た
る
す
念

聖
治
明
人
法
団
財
「
年
）
２
１
９
１
（

て
し
援
支
を
立
創
の
」
会
学
念
記
徳

神
の
体
国
本
日
は
会
同
。
力
尽
に
営
運

著
文
欧
の
く
多
め
た
る
め
し
ら
知
を
髄

究
研
本
日
に
的
界
世
、
て
し
行
刊
を
書

。
る
い
て
れ
さ
と
つ
一
の
鎮
重
会
学
の

る
す
を
付
寄
の
く
多
も
に
業
事
共
公

。
る
い
て
し
献
貢
に
業
事
会
社
、
ど
な

る
て
建
を
邸
﨑
藤
に
町
塩
谷
四
区
宿
新

心
熱
に
育
教
の
進
後
ら
か
て
ね
か
、
と

仙
、
て
建
を
」
寮
剛
金
「
舎
宿
寄
に
内

し
育
教
せ
さ
宿
寄
を
弟
子
の
家
名
の
台

そ
も
の
た
し
出
輩
を
士
学
の
く
多
、
て

を
志
篤
の
そ
は
廷
朝。
だ
つ
一
の

勅

、
し

。
う
賜
を
章
褒
綬
紺

正
大

15

月
６
年

16

、
日

59

さ
若
の
歳

台
仙
、
し
歿
で
邸
別
の
樋
土
市
台
仙
で

。
た
れ
ら
葬
に
寺
繁
昌
町
坂
新

き
引
代
歴
は
営
経
極
積
の
助
郎
三

治
明
、
れ
が
継

45

年
）
２
１
９
１
（

５
和
昭
、
店
服
呉
崎
藤
社
会
式
株
に

崎
藤
社
会
式
株
は
に
年
）
０
３
９
１
（

。
た
き
て
し
引
牽
を
済
経
域
地
て
し
と

藤
き

さ

じ

ふ

三ぶ

さ

郎う

ろ

助け

す

人
商
台
仙
た
け
か
に
た
ま
を
界
世

文／木村 紀夫
昭和15年仙台市北目町生まれ。心のふるさと創生会議常務理事、仙台郷土研究会役員。仙台藩が戊辰戦争で賊軍とされたことに疑問を持ち、
歴史を正しく伝えるため各地で講演活動を行っている。著書「仙台藩の戊辰戦争　東北諸藩幕末戦記」他

■NHK文化センター仙台教室で、講座「幕末維新を生きた宮城の偉人たち」開催。
　（10月～2022年３月　第２火曜日10:30～12:00）　問合せ／TEL.022-224-4811（NHK文化センター仙台教室）

12

75 74

今日まで綿々と紡がれてきた歴史や、地域のために尽
力してきた人物の軌跡を、親しみやすい読み物にして
お伝えしています。

1990年、３代目社長に就任。（株）住宅あんしん保証（全国優良建材販売業者が一堂に結集した、地
場工務店支援のための住宅関連保証会社）の初代社長に就任するなど、業界のためにも汗を流した
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駅
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三
勝
橋
髙
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し
業
創
を
」
店
木
材
勝
髙
「
に
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３
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９
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験
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９
９
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り
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９
９
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取
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迷
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８
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す
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い
て
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を
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。
た
し
ま
れ
さ
評
と
」
織
組
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で
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縮
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０
２
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ま
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。
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で
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光
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０
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３
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０
０
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け
受
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３
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を
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組
り
取
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た
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ま
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た
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で
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発
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果
効
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相
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な
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全
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の
員
社
で
上
席
の
会
表
発
画
計
営
経
の
末
年。
た
し
ま
り

え
終
を
彰
表
の
て
全、
時
る
あ、
が
す
で
の
う
行
を
彰
表

し
壇
登
度
一
う
も、
長
社
「
が
会
司、
と
る
戻
に
席
自
て

上
壇
つ
つ
い
思
に
議
思
不。
す
ま
い
言
と
」
い
さ
だ
く
て

経。
す
で
の
た
れ
ら
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が
状
彰
表
ら
か
員
社、
と
る
登
に

。
ね
す
ま
き
尽
に
利
冥
者
営

、
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に
ど
な
築
建
宅
住
、
卸
材
建
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か
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た
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０
２
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た
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ま
し
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ル
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け
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と
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で
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な
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な
た
新
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け
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を
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で
社
が
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で
会
総
主
株
の
月
２
年
来
再
ら
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前
以
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E
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を

書
画
計
営
経、
年
例。
た
し
ま
き
て
し
言
公
を
と
こ
る
り

そ、
は
年
今、
が
た
し
で
事
仕
の
大
最
の
私
が
の
る
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を

い
て
し
託
に
員
社
部
幹、
め
じ
は
長
社
る
あ
で
子
息
も
れ

。
す
ま
い
思
と

聞き手／菅井理恵

2013年の経営計画発表会
で、「自らリーダーシップを発
揮してさまざまな取り組みを
行ったこと」に対し、社員から
表彰状が贈られた。今でも宝
物として、その表彰状を大切
に保管している。この年に書
いたサンクスカードは4139
枚にもなった

1982年に一号店「日
曜大工センター中新
田店」がオープンし
た。右から２人目が私。
強みである建材・木材
（ハード系）を柱とし
て、商品ラインナップ
を充実させた
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『思い出写真館』、懐かしい写真が伝える物語をお届
けする『100万人の思い出』。

（年12回 毎月28日発行）

年齢

20代
10%

70代3%

30代
19%

40代
23%

50代
32%

60代
13%

男女比女性
52%

男性
48%

［ 読者プロフィール ］

［ 読者アンケート ］
今後重点を置きたい出費は？ ※凸版印刷（株）消費行動研究室調べ

68.8
（%）

66.7自分の楽しみや趣味のため
精神的に豊かになるため
より健康的になるため

休息・癒しのため
安心・安全を得るため

日常をより豊かにするため
特にない
無回答

［ 読者の声 ］

花の絵作家あさいひろこさんの
「花の絵教室」や大塚耕志郎さん
の「書の教室」などを開講してい
ます。

本誌に掲載した記事を抜刷冊子
にし、県内各所に設置、配布してい
ます。

別冊・書き込み寺
定価1,650円（税込）
B5版 160ページ

マナーはいかが？
Byミナ先生
定価1,650円（税込）
単行本96ページ（フルカラー）

https://www.riraku-sendai.
co.jp/
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